
　

６
月
の
総
会
で
会
長
を
退
任
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
小
阪
新
会

長
に
も
変
わ
ら
ず
熱
い
応
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

米
国
大
統
領
選
で
共
和
党
の
副
大

統
領
候
補
に
な
っ
た
ヴ
ァ
ン
ス
氏
は

著
書
「
ヒ
ル
ビ
リ
ー
・
エ
レ
ジ
ー
」
で
、

ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
地
帯
に
あ
る
故
郷

の
目
を
覆
わ
ん
ば
か
り
の
貧
し
さ
を

描
き
出
し
ま
し
た
。

　

ヒ
ル
ビ
リ
ー
（h

illb
illy

）
は
米
国
南

部
の
僻
地
で
育
ち
教
育
も
十
分
受
け

て
い
な
い
田
舎
者
の
こ
と
で
す
。
ヴ

ァ
ン
ス
氏
は
「
子
ど
も
は
運
が
よ
け
れ

ば
公
的
扶
助
を
受
け
ず
に
す
む
が
、

運
が
悪
け
れ
ば
ヘ
ロ
イ
ン
の
過
剰
摂

取
で
命
を
落
と
す
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

ヴ
ァ
ン
ス
氏
の
故
郷
は
製
造
業
の

衰
退
が
著
し
い
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
（
錆
び

つ
い
た
一
帯
）
の
一
角
。
失
業
や
転
職

に
苦
し
む
低
所
得
の
白
人
労
働
者
の

多
く
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
候
補
を
熱

狂
的
に
支
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

暴
言
や
扇
動
も
厭
わ
な
い
ト
ラ
ン

プ
氏
は
米
国
の
分
断
の
元
凶
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
分
断
の
「
原
因
」
で
は
な

く
、
分
断
の
「
結
果
」
な
の
で
す
。
背

景
に
は
所
得
上
位
10
％
の
世
帯
が
全

米
資
産
の
67
％
を
所
有
す
る
一
方
で

下
位
50
％
は
わ
ず
か
2.5
％
と
い
う
と

ん
で
も
な
い
富
の
集
中
が
あ
り
ま
す
。

　

修
復
不
能
に
も
見
え
る
米
国
社
会

の
「
分
断
」
は
対
岸
の
火
事
と
ば
か
り

言
え
ま
せ
ん
。
日
本
で
も
所
得
格
差

が
拡
大
し
、
貧
困
者
の
割
合
も
上
昇

し
て
い
ま
す
。

　

所
得
格
差
を
表
す
「
ジ
ニ
係
数
」
で

み
る
と
、
Ｇ
７
と
呼
ば
れ
る
主
要
７

カ
国
中
、
日
本
は
３
番
目
に
格
差
が

大
き
く
（
最
大
は
米
国
）
、「
相
対
的
貧

困
率
」（
所
得
が
全
国
民
の
中
央
値
の

半
分
以
下
の
人
の
割
合
）
は
米
国
に
次

い
で
２
番
目
に
高
い
の
で
す
。

　

所
得
格
差
や
貧
困
の
拡
大
が
社
会

の
「
分
断
」
を
招
き
、
健
全
な
社
会
生

活
を
阻
害
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。「
分
断
」
は
犯
罪
を
何
度

も
繰
り
返
す
再
犯
者
を
生
み
出
す
土

壌
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。

　

貧
困
な
ど
社
会
的
弱
者
を
孤
立
さ

せ
ず
に
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
取

り
込
ん
で
支
え
合
う
努
力
が
「
社
会
的

包
摂
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
）」
で
す
。
格
差
の
時
代
、「
包
摂
」
は

一
層
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

非
行
や
犯
罪
が
原
因
で
一
度
は
社

会
か
ら
は
み
出
た
人
を
再
び
連
れ
戻

そ
う
と
す
る
更
生
保
護
は
、
究
極
の

「
包
摂
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
茨
木

で
活
動
の
輪
が
よ
り
広
が
る
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
６
月
17
日
の
総
会
に
お
き
ま

し
て
、
新
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

小
阪
設
備
工
業
㈱
の
小
阪
武
司
で
す
。

着
任
に
あ
た
り
一
文
御
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

生
業
は
建
築
・
土
木
の
給
排
水
衛

生
空
調
防
災
設
備
の
管
工
事
施
工
会

社
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
に
は

掛
谷
建
郎
前
会
長
の
元
、
約
10
年
前

に
入
会
し
て
常
任
理
事
の
一
人
と
し

て
、
会
報
の
編
集
作
業
や
行
事
の
お

手
伝
い
等
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

し
た
。

　

弊
社
の
系
列
会
社
で
浪
速
少
年
院

を
出
院
し
た
少
年
を
雇
用
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
。
が
、
入
会
当
初
、

私
自
身
、
更
生
保
護
活
動
と
い
う
も

の
を
全
く
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
会
の
お
手
伝
い
を
通
じ

て
少
し
ず
つ
そ
の
仕
組
み
や
意
味
合

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
で
は
毎
年
研
修
会
と
し
て
刑
務

所
や
少
年
院
・
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
等
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
様
々
な
刑
務
作
業
や
就
労
教

育
施
設
、
そ
し
て
矯
正
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
る
事
を
知
り
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

近
年
の
法
改
正
案
で
は
刑
罰
の
懲

役
と
禁
固
を
一
本
化
す
る
「
拘
禁
刑
」

が
創
設
さ
れ
施
行
日
が
来
年
６
月
よ

り
と
決
ま
り
ま
し
た
。
高
年
齢
化
そ

し
て
若
年
齢
化
傾
向
も
み
ら
れ
る
受

刑
者
に
対
し「
自
立
・
立
ち
直
り
」「
更
生
」

に
重
き
を
お
き
、
所
内
で
時
間
を
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
法
曹
界
だ
け
で
な
く

世
間
一
般
の
考
え
方
が
徐
々
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
だ
け
に
出
院
・
退
所
後
の

方
々
の
不
安
定
な
気
持
ち
に
寄
り
そ

う
「
見
守
り
」
が
と
て
も
大
切
に
な
る

と
思
え
ま
す
。
そ
し
て
４
つ
の
更
生

保
護
団
体
の
活
動
の
大
切
さ
が
一
層

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
更
生
保
護
４
団

体
の
活
動
補
助
と
、
私
の
様
に
研
修

会
や
会
報
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
更

生
保
護
の
大
切
さ
を
感
じ
て
頂
け
る

会
員
様
を
増
や
す
事
と
、
そ
の
活
動

が
啓
蒙
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

甚
だ
浅
学
非
才
で
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、

会
員
様
の
御
理
解
と
御
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

収入の部
会　　　費 1,100,000

負　担　金 150,000

繰　入　金 0

繰　越　金 786,381

雑　収　入 619

　　計　 2,037,000

支出の部

会　議　費 25,000

事　務　費 35,000

事　業　費 590,000

助　成　費 550,000

社　明　費 100,000

通信運搬費 50,000

慶　弔　費 10,000

積　立　金 200,000

予　備　費 477,000

　　計 2,037,000

令和５年度 決算書 （円）

収入の部

会　　　費 1,242,000

負　担　金 105,000

繰　入　金 0

繰　越　金 658,380

雑　収　入 0

収　入　総　計 2,005,380

支出の部

会　議　費 12,721

事　務　費 27,244

事　業　費 412,844

助　成　費 550,000

社　明　費 100,000

通信運搬費 16,190

慶　弔　費 0

積　立　金 100,000

予 備 費 0

支 出 総 計 1,218,999

差引残額 786,381

（差引残額786,381円は翌年度へ繰越）

監 査 報 告

　令和５年度茨木市更生保護推進協議会会計

決算につき、収入・支出並びに関係帳簿を監

査したところ、いずれも正確適正に行われて

いたことを認めます。

　令和６年５月21日

　　　　　茨木市更生保護推進協議会

　　　　　　　　 監事　細田　　茂

　　　　　　　　 監事　木元　美子

茨木市更生保護推進協議会への入会

茨木市更生保護推進協議会事務局

（茨木市福祉部地域福祉課内）

住所：茨木市駅前三丁目８番13号

TEL.072－620－1634  FAX.072－621－1660

問い合わせ

申し込み先

令和６年度 予算書 （円）

令
和
５
年

４
月
13
日

茨
木
地
区
保
護
司
会
総
会

４
月
19
日

茨
木
地
区
更
生
保
護
女
性
会
総
会

５
月
15
日

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

茨
木
市
推
進
委
員
会

６
月
５
日

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会
総
会

７
月
６
日

茨
木
地
区
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会

総
会

７
月
15
日

第
73
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

市
民
大
会

９
月
１
日

更
推
協
会
報
発
行
（
第
40
号
）

令
和
６
年

１
月
15
日

茨
木
地
区
保
護
司
会　

新
年
互
礼
会

３
月
５
日

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会
研
修
会

３
月
20
日

更
推
協
会
報
発
行
（
第
41
号
）

一
、
更
生
保
護
事
業
の
積
極
的
推
進

一
、 「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
参
加
と
啓
発

一
、
更
生
保
護
の
理
解
の
た
め
の
研
修
会

一
、
健
全
な
社
会
復
帰
者
に
対
す
る
支
援

一
、
機
関
誌
（
更
推
協
会
報
）
の
発
行

一
、
更
生
保
護
事
業
に
対
す
る
協
力
及
び
助
成

一
、
保
護
司
会
と
の
協
議
及
び
連
絡

一
、
更
生
保
護
女
性
会
へ
の
協
力

一
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
へ
の
協
力

一
、
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会
へ
の
協
力

一
、
関
係
官
公
署
並
び
に
社
会
事
業
諸
団
体
と
の

連
絡
・
協
調

一
、
会
員
相
互
の
情
報
交
流
及
び
親
睦

一
、
会
員
の
拡
充
強
化

一
、
そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
に
必
要
な

事
業

令和６年度 役員名簿

役   職 氏     名

会 長 小阪　武司

副 会 長 合田　順一

副 会 長 吉岡　正宏

副 会 長 山野　右子

副 会 長 辻口　信良

副 会 長 中尾　　巖

会 計 岩井　信樹

会 計 土方　慶之

監 事 細田　　茂

監 事 木元　美子

相 談 役 澤田　範雄

相 談 役 大森　保延

相 談 役 掛谷　建郎

常 任 理 事 馬場　孝志

常 任 理 事 角谷　真枝

常 任 理 事 殿村　昌弘

役   職 氏     名

常 任 理 事 堀　　典之

常 任 理 事 長岡　秀美

常 任 理 事 辻　　輝也

常 任 理 事 大神　硬司

常 任 理 事 仲　　猛夫

理 事 田畑　　敬

理 事 原田　　強

理 事 加藤　眞一

理 事 柚木　孝仁

理 事 水木真実子

理 事 八木　香織

理 事 射場　一之

理 事 樺山　泰幸

理 事 高井　一実

理 事 古川　泰稔

理 事 大脇　久徳

令和６年６月17日

令
和
５
年
度  

事

業

報

告

書

令
和
６
年
度  

事

業

計

画

更
生
保
護
は
究
極
の
社
会
的
包
摂

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会　

前
会
長　

掛
谷　

建
郎

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会　

会　

長　

小
阪　

武
司

会
長
着
任
に
際
し
て
の
御
挨
拶

社会を明るくする運動啓発イベント社会を明るくする運動啓発イベント

いばらきフェスティバルいばらきフェスティバル

令和６年度令和６年度

茨木市更生保護推進協議会総会茨木市更生保護推進協議会総会

茨木市更生保護推進協議会茨木市更生保護推進協議会

新会長と前会長新会長と前会長
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発行者

事務局

題　字

茨 木 市 更 生 保 護 推 進 協 議 会

茨 木 市 福 祉 部 地 域 福 祉 課 内

〒567－8505  茨木市駅前3－8－13

TEL.072－620－1634

元  谷  裕  蘭



　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
は
、
社
会
に
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
少
年
少
女
、
中
で
も

主
に
非
行
少
年
に
対
し
て
、
兄
や
姉
の

よ
う
な
存
在
と
し
て
支
え
る
こ
と
を
活

動
目
的
と
し
た
全
国
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
茨
木
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
、
大

阪
府
内
の
地
区
会
の
一
つ
で
、
会
員
の

ほ
と
ん
ど
が
茨
木
市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス

が
あ
る
大
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
茨
木
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
、
例
年
通

り
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
出
店
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
数
が
去
年
に
比
べ
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
参
加
会
員
も
増
え
て
会
員

一
人
一
人
の
負
担
が
減
り
私
た
ち
自
身

も
子
ど
も
た
ち
と
の
関
り
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、

熱
中
症
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
無
事

に
二
日
間
を
全
力
で
乗
り
切
り
、
合
計

約
５
０
０
名
の
方
達
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
子
ど
も
と
私
た
ち
両
方
が

全
力
で
楽
し
め
る
も
の
に
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
Ｆ
Ｉ
Ｃ
ベ
ー
ス
（
フ
ィ
ッ

ク
ベ
ー
ス
）
は
令
和
元
年
に
設
立
さ
れ

た
、
茨
木
市
内
に
良
好
な
市
街
地
を
形

成
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
事
業
活
動
を
目
的
に
作
ら
れ
た
会

社
で
す
。
茨
木
市
・
茨
木
商
工
会
議

所
・
学
校
法
人
追
手
門
学
院
・
他
民
間

企
業
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
な
ど
で
活
動
が
制
限
さ
れ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
前
か
ら
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
現
在
で
は
茨
木

市
本
町
に「O

M
O

 C
A

F
É
+

C

」と
い

う
古
民
家
を
改
造
し
た
カ
フ
ェ
の
誘
致

や
茨
木
市
元
町
で
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め

る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
構
築
し
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
前
の
「
ス
カ

イ
パ
レ
ッ
ト
」
に
て
コ
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ

E
L
L
E

の
誘
致
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
も
多
数
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年

11
月
に
元
茨
木
川
緑
地
で
開
催
さ
れ
る

お
し
ゃ
れ
な
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
グ
ッ
ズ
業

者
を
集
め
る
「
茨
木
蚤
の
市
」
や
、
ス

カ
イ
パ
レ
ッ
ト
で
の
毎
月
開
催
の
「
え

き
ま
え
マ
ル
シ
ェ
」、
元
町
の
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
で
は
本
年
１
月
に
「
え
べ
っ

さ
ん
マ
ル
シ
ェ
」
や
「
い
ば
な
か
落
語

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
が
軌
道
に
乗

り
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
毎
月
第
２
土
曜
日
の
ス
カ
イ

パ
レ
ッ
ト
に
お
け
る
「
え
き
ま
え
マ
ル

シ
ェ
」
を
継
続
開
催
し
、
11
月
４
日
に

は
第
３
回
目
と
な
る
「
茨
木
蚤
の
市
」

を
文
化
・
子
育
て
複
合
施
設
「
お
に
ク

ル
」・
元
茨
木
川
緑
地
・
芝
生
広
場
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会

　
　
　

相
談
役   

掛
谷　

建
郎

17
歳
の
少
年
が
起
こ
し
た
バ

ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
（
２
０
０
５

年
）
で
重
傷
を
負
っ
た
著
者
が
、

事
件
後
に
始
め
た
不
登
校
者
の

「
居
場
所
」
づ
く
り
や
加
害
者
と

の
交
流
な
ど
、
事
件
が
変
え
た

そ
の
後
の
人
生
を
綴
っ
た
。

　

事
件
で
は
同
行
し
て
い
た
旧

知
の
教
育
家
が
亡
く
な
っ
た
ほ

か
、
山
口
さ
ん
も
顔
な
ど
を
切

ら
れ
、
１
カ
月
半
の
入
院
後
も

リ
ハ
ビ
リ
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

犯
人
の
少
年
は
中
学
生
の
時

に
い
じ
め
を
受
け
て
不
登
校
に

な
り
、
高
校
も
早
々
に
中
退
、

家
庭
内
暴
力
な
ど
を
理
由
に
親

の
希
望
で
精
神
科
に
入
院
さ
せ

ら
れ
た
。
事
件
を
起
こ
し
た
の

は
外
泊
許
可
中
だ
っ
た
。

　

事
件
後
精
神
科
医
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
山
口
さ
ん

は
少
年
に
「
居
場
所
」
が
な
か
っ

た
こ
と
に
思
い
到
る
。
自
身
の

長
女
が
か
つ
て
不
登
校
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
山
口
さ
ん
は
不

登
校
者
の
親
の
会
と
若
者
の
居

場
所
づ
く
り
に
奔
走
し
始
め
る
。

　

山
口
さ
ん
自
身
も
子
供
に
親

や
「
社
会
」
の
考
え
を
押
し
付
け

て
き
た
の
で
は
と
考
え
る
よ
う

に
な
る
。
長
女
は
か
つ
て
「
聞

い
て
も
ら
う
だ
け
で
よ
い
」
と

訴
え
た
こ
と
も
あ
る
。
亡
く
な

っ
た
教
育
家
も
子
供
の
自
主
性

の
大
切
さ
を
説
い
て
い
た
。

　

医
療
少
年
院
に
送
ら
れ
た
少

年
と
面
会
し
た
山
口
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
誰
に
も
理
解
さ
れ

ず
、
つ
ら
か
っ
た
ね
」
と
慰
め

る
一
方
で
、「
あ
な
た
の
罪
を
赦

し
た
わ
け
で
は
な
い
…
…
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
を
見
て
い
る
か

ら
」
と
立
ち
直
り
を
促
し
た
。

　

本
の
タ
イ
ト
ル
は
少
年
の

「
再
生
」
を
願
う
著
者
の
思
い
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の

人
々
に
対
す
る
山
口
さ
ん
自
身

の
心
の
「
再
生
」
を
示
唆
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会

　
　
　
　

土
方　

慶
之

　

罪
を
犯
し
た
人
が
、刑
の
執
行

を
終
え
た
後
、社
会
で
立
ち
直
る

際
に
は
、多
く
の
壁
が
あ
り
ま
す
。

住
居
、就
業
、社
会
の
受
け
入
れ

等
、い
わ
ゆ
る
居
場
所
の
確
保
が

成
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
存

在
し
ま
す
。居
場
所
が
な
い
と
ど

う
な
る
か
…
。元
の
居
場
所
に
戻

る
し
か
な
い
の
で
す
。
元
の
居
場

所
は
、両
手
を
拡
げ
彼
ら
を
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
、再
犯
へ

と
進
み
ま
す
。犯
罪
数
の
半
数
近

く
を
占
め
る
負
の
流
れ
を
断
つ
た

め
に
も
必
要
な
の
は
、地
域
に
お

け
る「
更
生
保
護
」で
す
。

　

更
生
を
保
護
す
る
こ
と
は「
立

ち
直
り
支
援
」と
分
か
り
や
す
く

言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
は
だ
れ
も「
し
く
じ
り
」の
経
験

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
程
度

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
し
、他
人
を
大

き
く
傷
つ
け
る
行
為
は「
し
く
じ

り
」と
い
う
表
現
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、「
立
ち
直
り
」の
道
が
、険

し
く
と
も
、未
来
へ
の
希
望
が
持

て
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、ま
た
同

じ
あ
や
ま
ち
を
犯
し
て
し
ま
い
ま

す
。「
立
ち
直
り
」の
た
め
に
、リ
・

ス
タ
ー
ト
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

や
り
直
す
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
の
場

を
創
る
た
め
に
、地
域
で
は
い
ろ

い
ろ
な
支
援
団
体
が
存
在
し
て

い
ま
す
。更
生
保
護
推
進
協
議
会

も
そ
の
一
つ
で
す
。
人
間
が
生
み

出
し
た
こ
の
複
雑
な
社
会
の
な
か

で
生
き
抜
く
こ
と
は
誰
に
と
っ
て

も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、全
て
の
人
に
と
っ
て

「
や
り
直
せ
る
社
会
」創
り
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
し
い
試
み
が
一
杯
の
今
年
の
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動　

市
民
大
会
」は
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
文
化
・
子
育
て
複
合

施
設
（
お
に
ク
ル
）
の
１
階
で
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
企
画
し
ま
し
た
。

　

吉
本
興
業
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
Ｐ
Ｒ
大
使
の「
Ｓ
ｐ
ａ
ｎ
！
に
進
行
を
お

願
い
し
、
茨
木
市
立
平
田
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
茨
木
市
推
進
委
員
会
の
構
成
団
体
で

あ
る
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
・

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
・
浪
速
少
年
院
・
青
少
年
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
民
生
児
童
委
員
協
議

会
・
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
等
の
Ｐ
Ｒ
発
表
が
あ
り
、
ホ
ー
ル

入
場
者
（
１
３
７
名
）
の
皆
さ
ん
に
は
楽

し
く
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
ち
ら
も
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
保
護
司
会
社

明
部
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
参
加
者
４
４

８
名
）
や
更
女
会
の
親
子
で
う
ち
わ
の
手

づ
く
り
（
参
加
者
２
２
６
名
）・
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

の
わ
な
げ
（
参
加
者
１
６
０
名
）
浪
速
少

年
院
の
ぬ
り
絵
等
の
楽
し
い
催
し
も
あ
り

ま
し
た
。

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
と
し
て
、
ど
う
す
れ
は
皆
さ

ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
参
加
し
て
も
ら

え
る
か
、
こ
れ
か
ら
も
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
茨
木

推
進
委
員
会
」

を
中
心
に
企
画

検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

保
護
司

　
　
　
　
　
　

   

大
神　

硬
司

　

私
は
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
４

月
、
茨
木
市
立
南
中
学
校
に
新

任
教
員
と
し
て
奉
職
し
ま
し
た
。

年
月
が
経
過
し
た
昭
和
55
（
１
９

８
０
）
年
頃
か
ら
、
中
学
生
を
含

め
青
少
年
の
生
活
実
態
に
大
き
な

変
化
が
表
れ
ま
し
た
。

　

「
戦
後
第
三
の
ピ
ー
ク
」
と
呼

ば
れ
る
青
少
年
の
非
行
が
全
国
的

に
広
が
っ
た
の
で
す
。
当
然
、
茨

木
市
そ
し
て
南
中
学
校
で
も
「
大

き
な
荒
れ
」に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。

10
年
が
経
過
し
た
頃
、
私
は

生
徒
指
導
主
事
と
い
う
立
場
で

生
活
全
般
の
指
導
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
茨
木
警

察
少
年
係
、
家
庭
裁
判
所
調
査

官
、
大
阪
府
立
修
徳
学
院
（
教
護

施
設
）
の
関
係
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

何
名
か
の
生
徒
は
校
区
の
保
護
司

の
先
生
方
に
お
世
話
に
な
る
事
案

も
あ
り
ま
し
た
。
今
に
し
て
思
え

ば
、
こ
れ
ら
諸
機
関
の
方
々
が
私

た
ち
学
校
に
対
し
て
一
番
の
理
解

者
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

当
時
は
青
少
年
の
急
激
な
変
化
に
、

一
部
の
地
域
住
民
や
保
護
者
、

校
区
小
学
校
か
ら
も
「
中
学
校
は

生
徒
に
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
る

の
か
」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理

解
と
協
力
に
よ
り
、
生
徒
へ
の
声

掛
け
運
動
が
展
開
さ
れ
、
問
題

行
動
を
避
け
る
こ
と
な
く
寄
り
添

う
動
き
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

成
果
も
あ
り
学
校
も
落
ち
着
き
始

め
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
40
年
、
今
私
は
保

護
司
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

保
護
司
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は

二
つ
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一

つ
目
は
、
犯
罪
や
問
題
行
動
を
起

こ
す
青
少
年
や
対
象
者
の
生
活

改
善
や
社
会
生
活
復
帰
の
支
援
、

二
つ
目
に
は
、
住
み
や
す
い
地
域

で
あ
る
た
め
の
環
境
整
備
等
の
社

会
活
動
で
す
。

　

現
実
に
は
、
毎
日
ど
こ
か
で
立

場
の
弱
い
人
を
狙
っ
た
犯
罪
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
犯
罪
は
絶
対
に

許
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

犯
罪
を
起
こ
す
こ
と
な
く
生
き
て

い
け
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は

寄
り
添
い
、
支
え
あ
い
「
温
も
り

の
あ
る
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

保
護
司

　
　
　
　
　
　

   

藤　
　

慶
哉

　

平
成
31
年
に
保
護
司
を
拝
命

し
、
は
じ
め
て
定
例
会
に
出
席
し

た
時
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
��
田

定
雄
会
長
か
ら
保
護
司
活
動
の

優
先
順
位
は
３
番
目
で
あ
る
と
訓

示
さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
と
家
庭
の

次
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

の
で
す
。
私
は
て
っ
き
り
、
最
優

先
で
保
護
司
と
し
て
の
責
務
を
果

た
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
、
保
護
司
と
し
て
出
会

う
人
た
ち
は
、
仕
事
や
家
庭
で
の

躓
き
が
き
っ
か
け
で
あ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
彼

ら
と
向
き
合
う
私
も
仕
事
や
家

庭
に
問
題
を
抱
え
て
い
て
は
、
か

け
る
言
葉
や
態
度
に
迷
い
が
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
保
護
司
自
身
の

基
本
的
な
生
活
環
境
が
充
実
し
て

こ
そ
、
充
実
し
た
保
護
司
活
動

が
で
き
る
と
の
会
長
の
言
葉
に
、

素
晴
ら
し
い
団
体
に
仲
間
入
り
さ

せ
て
も
ら
え
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

保
護
司
会
の
先
輩
方
に
は
人

格
者
が
多
く
、
か
つ
て
校
内
暴
力

の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
時
に
通

っ
て
い
た
中
学
校
で
、
粘
り
強
く

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
や
長
ら

く
地
域
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特
に
女
性
の
保

護
司
の
方
々
が
生
き
生
き
と
活
動

さ
れ
、
時
に
率
先
し
て
議
論
を
進

め
ら
れ
ま
す
。
お
寺
と
い
う
封
建

的
な
雰
囲
気
を
色
濃
く
残
す
世

界
に
身
を
置
く
私
に
は
、
と
て
も

新
鮮
に
映
り
ま
し
た
。

　

心
な
ら
ず
も
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
を
信
じ
、
温
か
い
眼
差

し
を
注
ぎ
続
け
る
先
輩
方
の
姿
に
、

私
自
身
も
そ
う
あ
り
た
い
と
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
そ
う
い
う
意
味

に
お
い
て
、
更
生
と
い
う
言
葉
は

私
自
身
に
も
向
け
ら
れ
た
も
の
だ

な
と
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

茨
木
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会
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茨
木
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６
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更
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６
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直
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社
会
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く
す
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古民家カフェ「OMO CAFÉ+C 」

えきまえマルシェの様子 茨木フェスティバルにて

オープンギャラリーの様子

（上：茨木地区保護司会　下：茨木地区更生保護女性会）
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